
明治大学国際連携本部主催・学内ワークショップ 

ワークショップ・テーマ 

 2009年にG30採択を受けた本学は，国際化のための組織整備を行い，英語コースの推進， 
協定校の大幅拡大，留学生の受入れおよび学生の送り出しの増大などの面で大きな成果を 
あげてきました。さらに「大学の世界展開力強化事業」や「グローバル人材育成推進事業」等
の採択を受け、国際化へ向けた取組みを一層強化しつつあります。 
 一方で、急激な組織拡大と事業推進に対しては，学部・研究科との意見調整やコミュニケー
ションが不足しているとの指摘もあり、今後どのような体制の下で国際化を推進していくかが
検討課題となっています。 
 本ワークショップでは，数人の教職員により国際連携の組織の在り方についてプレゼンテー
ションをしていただき，これを受け本学の国際化と学内の連携をテーマに，ディスカッション
を展開します。 

 
日 時：2013年 3月19日（火）13:30 - 16:30  

場 所：アカデミーコモン8階 A7/A8会議室 
言 語：日本語・英語（同時通訳あり） 
対 象：本学 教職員（メールでの事前申込が必要です） 

【申込・問合せ】 明治大学 国際連携事務室 (ico@mics.meiji.ac.jp) 

第３部：  専門家（国内外の招聘者）による提言 

第１部：「私が考える国際連携の在り方」（教職員5名によるプレゼンテーション） 

スピーカー（予定） 大六野 耕作 政治経済学部長，佐々木 宏幸 理工学部准教授 

James R. Bowers 商学部教授 

杉浦 絵里 国際教育事務室職員  

第２部：  パネル・ディスカッション 

プレゼンテーション 勝 悦子 副学長（国際交流担当)・政治経済学部教授 「国際連携の現状」 

モデレーター  江藤 英樹 日本語教育センター長・法学部准教授 

 パネリスト  第１部のスピーカー5名， 
        勝 悦子 副学長，横田 雅弘 国際教育センター長（国際日本学部教授）    

※ ワークショップの内容は予告なく変更となることがあります。 

James C. House  情報コミュニケーション学部教授 

 明治大学の国際化と学内連携のあり方 



【申込・問合せ】 明治大学 国際連携事務室 (ico@mics.meiji.ac.jp) 

※ ワークショップの内容は予告なく変更となることがあります。 


